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I 止じめに▼ l 0?, 

お買い上げいただき誠にありがとうございます。ご使用の際には、取扱説明書をよく読
んでいただき、正しくお取り扱いくださるようお願い申し上げます。
取扱説明書は、本製品を正しく動作させ、安全にご使用いただくために、必要な知識を
提供するためのものです。いつも本製品と一 緒に置いて使用してください。
また、取扱説明書の内容について不明な点がございましたら、弊社セ ー ルスマンまでお
問い合わせください。

口
一

梱包内容の］｀ふ；

冬季の寒い時期などに急に暖かい部屋で開梱しますと、本製品の表面に露を生じ、本製
品動作に興常をきたす恐れがありますので、室温に馴染ませてから開梱するようお願い
申し上げます。

本製品は十分な検査を経てお客様へお届けいたしておりますが、ご受領後開梱しました
ら、外観に損傷がないかご確認ください。また、本製品の仕様、付属品等についてもご
確認をお願いいたします。
万一、損傷・欠品等がございましたら、ご購入先または弊社支店 ・ 営業所にご連絡くだ
さし‘°

NEC三栄株式会社

共通



▲本製品を安全にご使用いただくために▼ l

本製品は、安全に配慮して製造しておりますが、お客様の取り扱いや操作上のミスが大き
な事故につながる可能性があります。
そのような危険を回避するために、必ず取扱説明書を熟読の上、内容を十分にご理解頂い
た上で使用してください。

本製品のご使用にあたって、以下の事項を必ずお守りください。なお、取扱注意に反した
行為による障害については保証できません。

本取扱説明書では、本製品を安全に使用していただくために以下のような事項を記載して
います。

三

注 音'c..ヽ

感電事故など、取扱者の生命や身体に危険がおよぶ恐れがある場合に

その危険を避けるための注意事項が記されています。

機器を損傷する恐れがある場合や、取扱上の 一 般的な注意事項が記さ

れています。



「-------- l 霞 口j 9-------,i 
l ●電源について■ i i
i 供給電源が本製品の定格銘板に記載されている定格内であることを確認してください。 i 
！ また、感電や火災等を防止するため、電源ケ ー プルや接続ケー プル、及び2極ー3極 i 
！ 変換アダプタは、必ず弊社から支給されたものを正しくお使いください。 ＇

！ 
' ■保護接地及び保護機能について II

• 
i 

i 本製品の電源を入れる前に必ず保護接地を行ってください。 i 
i 保護接地は本製品を安全にご使用いただき、お客様及び周辺機器を守る為に必要です。 ！
i なお、下記の注意を必ずお守りください。 ！
i 1)保護接地 ！
！ 本製品は感電防止などのために、電源コー ドに接地線のある 3 極電源ケープル ！ 

i を使用しています。必ず保護接地端子を備えた 3極電源コンセントに接続して ！ 

i 
くださしヽ。 i 

i 
2) 保護接地の注意

l
i 本製品に電源が供給されている場合に、保護接地線の切断や保護接地端子の結 i

線を外したりしないように、注意してください。
i もしこのような状態になりますと本製品の安全は保証できません。 i 

� 3) 2極 ー 3極変換アダプタ

、 電源プラグにアダプタを付けて使用するときは、 2 極 ー

3 極変換アダプタから ！ ｝ 出ているアー ス線、またはアー ス端子（追加保護接地端子）を必ず外部のア ー ス ！

i 端子に接続して大地に保護接地をしてください。

i
ロ←ァ

ー ス線 ： 
i m

‘

ス中での使用■

i 〗'塁晶嘉闘認麟喜げ雷認嬰悶塁：［吏用しないてくたさい。 1 
! IIケ ー スの取り外しII

. .. .. . . ....... ·- - l 
i 本製品のケー ス取り外しは、たいへん危険ですので、弊社のサ ービスマン以外が行うこ i 
i とを禁止いたします。 i 

l II入力信号の接続■ l 
！ 本製品保護接地端子を確実に接地してから被測定装置への接続を行ってください。 ！
！ 本製品と接続される測定器等の接地電位差が同相許容入力電圧範囲を越えないように
i ご注意ください。

i ■ヒュ ー ズの交換■ ！ 

i ヒュ ー ズを交換する場合、下記の項目に十分注意を払って行ってください。 ！ 
i 
; 1) ヒュ ー ズ切れの場合、本体内部が故障していることが考えられますので、ヒュ ー i 
！ ズを交換する前に原因をよくお確かめください。 l ! 

� 2)ヒュ ー ズ交換するときは、必ず電源スイッチをOFFにし、電源コー ドをコネクタ ！ 

l より外し、入カケープルも外してください。 i 
I 3) ヒュ ー ズは必ず指定の定格のものを使用してください。 l 
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国意
品をお取り扱いくだ

し
・ いる人以外の使用を

I 2)本製品を保管する場合は、仕様を確認して、その
し 特に、夏の時期には長時間日射の当たる場所や温度が異常に高くなる場所（自動
t 内等）での保管は避けてください。
し

t 
� 3)本製品は以下のような場所に設置しないでください。

i ①本体内部の温度上昇を防ぐため、通風孔があいています。

i 本製品のまわりを囲んだり、左右や上部に物を置くなど通風孔をふさぐような
i 

とは絶対に行わないでください。

i 
（本体内部温度の異常上昇につながり故障の原因となります。）

i ②紙などの燃えやすいものを本製品の近くに置かないでください。

| 4)本製品は以下のような場所ではご使用にならないでください。

i ①直射日光や暖房器具などで高温または多湿になる場所
i （仕様を確認して、その温湿度の範囲内でご使用ください）

i ②水のかかる場所

i ③塩分・油・腐食性ガスがある場所

i ④湿気やほこりの多い場所

！ ⑤振動のはげしい場所

i 5)電源電圧の変動に注意し、本製品の定格を越えると思われるときは、ご使用にな
9 ないでください。

i 6)雑音の多い電源や、廣圧電源の誘導等による雑音がある場合は、誤動作の原因と
ヽ るので、ノイズフィルタ等を使用してください。

i 7)本製品の同相許容入力電圧、最大許容入力電圧を越えた入力を接続しますと故障
し 原因となりますので行わないでください。
ヽ
I 8)本製品の通風孔などの穴にとがった棒などを差し込まないでください。
し 故障の原因となります。

I 9)ご使用中に異常が起きた場合は、直ちに電源を切ってください。

i 原因がどうしてもわからないときは、ご購入先または弊社支店鬱営業にご連絡
、 ださい（その際、異常現象｀状況等を明記して FAXにてお問い合わせください

l 

NEC三栄株式会社
共通注意事項 5691-1752 
平成7年6月 第1版発行
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本器を使用する前に、 取扱説明書を熟読されますようお願いいたします。

1. 本器の出力に外部から電圧 ・ 電流を加えないでください。

2. 本器の電源電圧は AC85~1 1 5 V、 DClO. 5V~1 5 Vの範囲で使用

して下さい。 また、 内蔵電池は当社指定のものをお使い下さい。
電源ヒュ ー ズは切れた原因をお調べの上、 電源プラグは必ず抜いてからとりか

えて下さい。 ヒュ ー ズの定格をまちがえない様に注意して下さい。 ヒュ ー ズはタ

イムラグヒュ ー ズ (T マ ー ク）を使用して下さい。

3. 本器に、 AC電源ケー ブルや DC電源ケ ー ブルを接続したままでは本体の電源

スイッチを断 (0 FF) にしても充電状態となります。

4. 使用温度範囲(- 2 0~+5 0 ℃)、 使用湿度範囲 (2 0~85%RH 、 ただ
し結露除く）以内で御使用ください。

高湿度下、 低温場所に保管されていた本器を取り出して使用するときには結露
しやすいので、 充分使用環境温度になじませてから御使用ください。

5 。 本器の保管場所は、 下記のような場所を避けてください。

0 湿度の多い場所

0 直射日光の当たる場所
0高温熱源の周辺
0 振動の激しい場所
0ちり、 ゴミ、 塩分、 水、 油、 腐食性ガスの充満している場所

6. 本器を使用する場合、 筐体を必ず接地して使用して下さい。

7. 本器にはニッケルカドミウム電池および鉛蓄電池が内蔵されておりますので、
極端な高低温放置は避けて下さい。

また、 長期間使用されない場合は、 本体背面下部のバッテリ ON-OFFスイ
ッチをOFFにして下さい。 OFFにすることにより、 鉛蓄電池の放電を最小に
する事が出来ます。 OFFにしていても放置後は電池の容量が低下しますので、
3カ月に 一度位、 スイッチをONにもどして1 0 時間程度通電して頂きますと長

期に渡り電池の劣化も防げます。

8. 本器に収納のプラグインユニットを取り外したり、 差入れたりする場合には、
必ず電源スイッチを断(0 FF) にして下さい。

1992.8 
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取扱上の注意事項
目 次
まえがき
計測のブロック ・ ダイアグラム

次

1 。 本体ケ ー ス、 各部の名称と機能
1 -1 前面パネル（モニタユニット）
1 -2 後部上面パネル
1 - 3 内蔵電池ケ ー スについて

1 -4 内蔵電池切換スイッチ
2. 4160 形動ひずみアンプユニットの説明

2 -1 前面パネル、 各部の名称と機能
2-2 測定準備

2 -2 -1 入カケ ーブルの接続
2 -2 -2 電源、 出カケ ーブルの接続
2 - 2 - 3 ケ ー ス切換スイッチの操作

2 -2 -4 ブリッジ電源同期切換スイッチの操作
2-3 測定方法

2 -3 -1 測定前の操作
2 -3 -2 測定前の注意事項
2 -3 -3 測定値の読み方
2 -3 -4 校正値 (CAL)

2 -4 動作原理
2 -5 保 守 (41 6 0 形）
2-6 資 料

2 -6 -1 ひずみゲ ージによるブリッジ構成例
2 - 6 - 2 ブリッジボックス

2 -6 -3 変換器を使用したときの測定
2 -6-4 特殊な使用法
2 -6 -5 4 1 6 0 形動ひずみアンプの校正について

（チェッカ ー54 1 0 形）
4 1 6 0 形動ひずみアンプ周波数特性

の補正

2-6-6
3. 出力の接続

3 -1 出力と負荷の接続
3 -1 -1 デ ー タレコ ー ダとの接続
3-1-2 レコ ー ダとの接続

4. リモ ー ト ・ コントロ ー ル ・ ボックス
5. 仕 様

5 -1 本体ケ ー ス仕様 (6 GO 1、 0 2、 0 3)

5-2 4160 形動ひずみアンプユニット仕様
6. ケ ーブル類 一 覧表
7. 外形寸法

7 -1 6 G O 1、 0 2、 0 3形本体ケ ー ス …………… 

7-2 ブリッジボックス (5370 、 5373形） （わ
゜

va ‘)) ……………

7-3 ミニブリッジボックス (5379 、 5380形） （わ
゜

ツa ‘J)……………

7-4 チェッカ ー (5410形） （わ
゜ ッgッ）……………

7-5 リモ ートコントロ ー ルボックス (5792形） （わ
゜

ツgツ）……………

(5 7 9 2形）
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ま え カゞ き

このたびは当社ポ ー タブル・シグナル・コンディショナ6Gシリ ー ズをお買い上げいただき誠に
有難うございました。

当6Gシリ ー ズは、可搬性に富んだ多用途シグナル・コンディショナとして、数々の新機能を採
用して使い易さ、信頼性を一段と向上させた製品です。

みなさまのひずみ測定、各種ひずみゲー ジ式変換器による物理量の測定に役立つことと確信して
おります。

なお、万ー不備な点がありましたら保守の項をご覧いただき、その上で最寄りの店所までご連絡
いただきますようお願いいたします。

当社動ひずみ測定器には、下記の製品が販売されております。次の機会に是非ご検討下さい。

動ひずみ測定器

形 式 BV 形 状 lゞラッス 周波数特性 感 度(BV=2V 換算） 主用 途

6M67 ACV ュこット形 lch／ユこット オート DC~ 2kHz 10V/ 200x10-6ひずみ 計装、ツステム用

6M77 DCV ェット形 lch／ュこット オート DC~lOkHz lOV /2000 X 10
― 6 ひずみ 計装、ツステム用

4126 ACV カード形 6Gツリーズ か·ト DC~lOkHz 2V/ 200Xl0
―

6ひずみ 屋外計測用

4160 ACV カード形 6Gツリーズ オート DC~lOkHz 2v; 2oox10-sひずみ 屋外計測用
AHll-104 ACV カード形 AHllOO用 オート DC~lOkHz 5V/ 200Xl0

―

6ひずみ 計装、以テム用

AHll-204 ACV 加ド形 AHllOO用 オート DC~ 2kHz 5V/ 200X 10
―

6ひずみ 計装、以テム用

AH 11-110 DCV カード形 AHllOO用 オート DC~200kHz 5V/1000X 10
―

6ひずみ 計装、以テム用

AH 21-104 ACV 加ド形 AH 2100用 オート DC~ 2kHz 2V/ 500X 10-sひずみ 車載用
AS1103 ACV ュこット形 lch/lこット オート DC~lOOHz 10V/ 100x10- 6 ひずみ 汎用

AS1201 ACV ユこット形 lch/l：：ット v：：功＇）l DC~ 2kHz lOV/ 250Xl0-6ひずみ ひずみ測定

AS1202 ACV ユこット形 lch/lこット オート DC~ 2kHz lOV/ 250Xl0
―

6ひずみ

AS1203 ACV ェット形 lch/lこット か·ト DC~ 2kHz lOV/ 250Xl0
―

6ひずみ

AS1302 ACV ユこット形 lch/lこット オート DC~lOkHz lOV/ 500Xl0
―

6ひずみ

AS2101 DCV ユこット形 lch／ュこット マこュア）V DC~200kHz 10V/2000X 10-aひずみ 変換器用・

AS2102 DCV 1：：ット形 lch／ユ：：：ット オート DC~200kHz 10V/2000Xl0- 6 ひずみ 直流増幅器
AS2103 DCV ユこット形 lch／ユこット オート DC~200kHz lOV /2000 X 10-6ひずみ にも使用可

AS2202 DCA ユこット形 lch/1：：：ット オート DC~200kHz lOV /2000 X 10
―

6ひずみ

AS2302 DCV ユこット形 1ch/1こット オート DC~200kHz 10V/40mV （半導体用）

6M96 DCV 1：：ット形 lch/1こット マこ功＇）V DC~ lkHz lOV /2000 X 10
―

6ひずみ 変換器専用

4142 DCV 超小形 lch/個 かート DC~ 5kHz 2V/3000Xl0
―

6ひずみ 組み込み用

4143 DCV 超小形 lch/個 オート DC~ 5kHz 2V /1000 X 10- 6 ひずみ 組み込み用

※感度はBV=2Vでの換算値です。6M77はBV=3V、9V、6M96はBV=lOVとなっています。

4142、4143形の感度は、BV=l. 5Vで7)以加）濯直です。




































































